
　
世
界
有
数
の
陶
磁
器
メ
ー
カ
ー
と

し
て
知
ら
れ
る
㈱
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ

ニ
ー
は
、
工
業
用
研
削
砥
石
業
界
の

日
本
最
大
手
。
工
業
用
の
研
削
砥
石

は
生
産
材
の
た
め
、
一
般
の
目
に
触

れ
な
い
の
で
馴
染
み
が
薄
い
が
、
自

動
車
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
部
品
の
製

造
に
は
不
可
欠
な
工
具
だ
。 

　
一
九
八
六
年
、
創
価
大
学
経
済
学

部
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
て
、
㈱

ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
に
入
社
し
た

井
上
正
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、

そ
う
し
た
研
削
・
研
磨
砥
石
を
扱
う

工
業
機
材
事
業
本
部
だ
っ
た
。
仕
事

は
営
業
だ
が
、
食
器
な
ど
の
完
成
品

を
売
る
の
と
違
い
、
砥
石
は
顧
客
の

加
工
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
品
質
や
形

状
を
調
整
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

　「
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
的
な
仕
事

と
い
う
か
、
技
術
的
な
知
識
が
不
可

欠
で
し
た
。
と
い
っ
て
僕
は
工
学
部

出
身
で
は
な
い
の
で
、
必
死
で
勉
強

し
ま
し
た
。〝
負
け
じ
魂
〞
で
す
」 

　
創
価
大
学
の
卒
業
生
の
多
く
が
口

に
す
る
〝
負
け
じ
魂
〞
。
〝
負
け
じ

魂
〞
と
い
う
の
は
、
全
力
で
ぶ
つ
か

れ
ば
、
ど
ん
な
困
難
も
乗
り
越
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
井
上
さ
ん
が

大
学
の
四
年
間
で
学
ん
だ
一
番
大
き

な
も
の
も
、
こ
の
〝
負
け
じ
魂
〞
だ

っ
た
と
い
う
。 

　「
そ
れ
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ

ッ
ト
で
す
。
僕
は
十
二
期
生
で
、
大

学
は
ま
だ
ま
だ
草
創
期
。
法
曹
界
や

教
育
、
金
融
関
係
に
進
む
先
輩
は
多

く
い
ま
し
た
。
で
も
僕
は
、
商
社
な

ど
の
一
般
企
業
に
就
職
し
て
、
世
界

中
を
飛
び
回
る
よ
う
な
仕
事
が
し
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
」 

　
大
学
の
歴
史
を
つ
く
る
の
は
自
分

た
ち
、
後
輩
た
ち
の
た
め
に
新
し
い

道
を
切
り
拓
こ
う
、
そ
ん
な
気
持
ち

が
あ
っ
た
。
入
社
八
年
目
に
営
業
所

か
ら
本
社
の
商
品
開
発
部
に
移
り
、

上
司
や
仲
間
と
超
精
密
研
磨
プ
レ
ー

ト
を
開
発
、
昨
年
末
に
社
長
賞
を
受

け
た
。
研
磨
プ
レ
ー
ト
を
普
及
さ
せ

る
た
め
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
中
国
な

ど
、
ア
ジ
ア
各
地
を
回
っ
た
。 

　
現
在
は
、
関
連
商
品
部
と
い
う
部

署
で
、
超
精
密
ラ
ッ
プ
関
係
や
リ
サ

イ
ク
ル
環
境
商
品
な
ど
の
自
社
製
品

か
ら
外
注
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製
品
ま
で
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
様
々
な
周
辺
機
器
商
品

を
担
当
し
て
い
る
。
砥
石
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
研
削
液
滅
菌
装
置
の
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

特
許
出
願
も
し
た
。
昨
年
十
月
か
ら

は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
（
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
と
い
う
立
場
を
得
て
、
後
に

続
く
人
材
を
育
て
る
と
い
う
責
任
も

加
わ
っ
た
。 

　「
自
分
で
手
掛
け
た
商
品
の
中
か
ら
、

将
来
の
主
力
商
品
を
生
み
育
て
る
こ

と
が
、
僕
の
夢
で
す
」 

　
税
理
士
事
務
所
を
営
み
、
中
部
創

友
会
（
創
価
大
同
窓
会
）
委
員
長
の

梅
原
一
男
さ
ん
は
、「
打
た
れ
強
い

と
い
う
か
、
前
向
き
な
同
窓
生
が
多

い
で
す
ね
。
井
上
君
も
そ
の
一
人
」

と
語
る
。 

　
ど
ん
な
場
所
で
も
と
こ
と
ん
頑
張

り
抜
く
。
そ
し
て
「
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
」
と
な
っ
て
社
会
に
貢
献

す
る
。
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば

と
、
忙
し
い
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て

住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
理
事
を

引
き
受
け
、
防
火
管
理
者
の
資
格
も

取
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
の
役
員

を
つ
と
め
る
夫
人
と
も
ど
も
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
力
を
入
れ
る
。 

　「
常
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ

ト
を
も
ち
、
何
事
に
も
全
力
投
球
で

す
よ
」 

　
井
上
さ
ん
の
夢
へ
の
挑
戦
は
こ
れ

か
ら
も
つ
づ
く
。 

 

井
上
　
正 

さ
ん 

21世紀の創価教育 
輝ける未来へ―大学の使命 

SOKA
Education

平 和・文 化・教 育 の 世 紀 へ  ｜創立者の軌跡｜ Soka Report

　「核兵器は地球上で最も手強い凶器です」。
2006年11月30日、創価大学創立者・池田
大作SGI（創価学会インタナショナル）会長
は、ノーベル平和賞受賞者でIAEA（国際原
子力機関）事務局長のエルバラダイ博士と会
談を行い、「国家中心でなく人間中心の世界

を」「心の力こそ偉大――人間革命の大道を」
「核兵器なき世界は実現できる」「教育こそ未
来を開くカギ」などと語らった。2007年は、
IAEA発足50周年、池田会長の恩師・戸田
城聖創価学会第二代会長の「原水爆禁止宣
言」から50年の意義深い年にあたる。 

職
場
で
も
、地
域
で
も
全
力
投
球
。 

「
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
」が
目
標
で
す
。 

創
価
大
学
の
建
学
の
精
神
―
― 

「
人
間
教
育
の
最
高
学
府
た
れ
」 

「
新
し
き
大
文
化
建
設
の
揺
籃
た
れ
」 

「
人
類
の
平
和
を
守
る
フ
ォ
ー
ト
レ
ス（
要
塞
）た
れ
」 

を
胸
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
躍
す
る
卒
業
生
た
ち
。 

ゆ
た
か
な
創
造
力
と
人
間
性
を
そ
な
え
る
人
材
こ
そ
、 

創
価
教
育
が
理
想
と
す
る
人
間
像
で
す
。 

㈱
ノ
リ
タ
ケ
ボ
ン
デ
ッ
ド
ア
ブ
レ
ー
シ
ブ 

関
連
商
品
部 

創
価
大
学 

経
済
学
部
経
済
学
科 

卒
業 

学 生 の た め の 大 学  8

In
o

u
e T

ad
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い
の
う
え
・
た
だ
し
／
昭

和
三
八
年
名
古
屋
市
生
ま

れ
。
昭
和
六
一
年
創
価
大

学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

業
、
同
年
㈱
ノ
リ
タ
ケ
カ

ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド
入
社
。

神
奈
川
県
の
藤
沢
営
業
所

に
勤
務
。
平
成
六
年
名
古

屋
本
社
に
転
属
。
商
品
開

発
部
で
研
磨
プ
レ
ー
ト
の

開
発
・
拡
販
に
携
わ
る
。

平
成
十
二
年
〜
平
成
十
五

年
貿
易
部
で
海
外
普
及
に

務
め
る
。
平
成
十
四
年
四

月
㈱
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ

ー
リ
ミ
テ
ド
の
分
社
化
に

よ
り
㈱
ノ
リ
タ
ケ
ボ
ン
デ

ッ
ド
ア
ブ
レ
ー
シ
ブ
勤
務

と
な
る
。 

伝統を感じる「ノリタケの森」の前で 

〒192-8577　東京都八王子市丹木町1-236 
Tel.042-691-2215　http://www.soka.ac.jp/

創価大学 
創価女子短期大学 


